
札幌市児童クラブにおける夏季休業期間の 

昼食製造・配送業務委託仕様書 

 

 

１ 業務名称 

  札幌市児童クラブにおける夏季休業期間の昼食製造・配送業務 

 

２ 業務の目的及び概要 

  札幌市が設置する放課後児童クラブ（以下「児童クラブ」という。）在籍児童の保護者

の小学校夏季休業期間中の昼食づくりに係る家事負担軽減を目的として、事前に申し込み

を行った児童に対し、昼食の製造及び配送等のサービス提供を有償で行う。 

  

３ 用語の定義 

児童会館等 放課後児童クラブの実施場所で、児童会館及びミニ児童会館をいう。 

保護者 放課後児童クラブ在籍児童の保護者をいう。 

指定管理者 札幌市から委託を受け児童会館及びミニ児童会館の運営を担う事業者

をいう。 

 

４ 契約期間及び履行期間 

  契約締結日から令和６年９月 30 日（月）まで 

 

５ 昼食の配送対象者 

  夏季休業期間に児童クラブに在籍する児童のうち、昼食提供を希望する児童及びその兄

弟姉妹 

 

６ 昼食提供先 

  別紙１「配送先施設一覧」のとおり（199 館・200 か所） 

  ※工事等により、一部の児童クラブについて配送先住所が変更となる場合がある。 

 

７ 費用負担 

（1） 保護者負担 

昼食製造に係る費用等（材料費・調理員人件費等）として、Ａ弁当は税込 390 円/食、

Ｂ弁当は税込 350 円/食とする。  

 

（2） 札幌市負担 

昼食製造以外の費用（配送費、申込受付・キャンセル対応等事業全般に係る事務費） 

     

 



８ 昼食配送実施期間、実施回数及び提供食数見込 

（1） 昼食配送実施期間及び実施回数 

令和６年７月 26 日（金）から令和６年８月 24 日（土）のうち、土日祝日を除く平日

20 日間において、各クラブ５回実施（週１～２回程度とし、各クラブの配送間隔は営業

日で中２日以上開けること。） 

 

（2） 提供食数見込 

21,670 食程度  

  

９ 人員配置 

  業務を安定的、継続的に実施することができるよう、申込数に応じた無理のない人員配

置を行うこと。配置人員については、各業務に支障のない範囲において本業務以外の業務

を兼務することを妨げない。 

（1） 調理に関する人員配置 

   次の人員を置くものとする。 

  ア 食品衛生責任者（設置にあたっては、市保健所の指導に従うこと。） 

  イ 調理員 

  ウ 献立作成者（栄養士又は管理栄養士の資格を有する者） 

（2） 配送に関する人員配置 

   交通事情等を考慮し、所定の時間までに確実に配送を完了できる人員配置とすること。 

（3） 事務局に関する人員配置 

   次の人員を置くものとする。 

  ア 業務全体の管理責任者 

  イ 次の業務に対応可能な人員 

  （ｱ） 申込、キャンセルの取りまとめ 

  （ｲ） 申込者からの料金徴収 

  （ｳ） 申込者からの問い合わせ（最低限の体制として、申込受付開始（７月初旬予定）

からキャンセル対応終了（８月末予定）までの期間における平日及び土曜日の１日

６時間（12：00～13：00 を含むこと）は、電話にて対応できること。） 

  （ｴ） その他業務実施全般に関する事項 

 

10 業務内容 

（1） 申込案内（ちらし）の作成 

ア 体裁及び内容等 

保護者への案内はメールにて行うので、Ａ４両面 1枚に、児童会館等又は配達日グ 

ループ毎に次の内容を記載したデータを作成し、市へ PDF 形式にて納品すること。 

（ｱ） 配送日 

（ｲ） 申込先及び申込方法 



（ｳ） キャンセル方法 

（ｴ） 利用料金及び集金方法 

（ｵ） 昼食内容（写真、食材・原材料、食物アレルギー情報、おしぼり・箸の持参につ

いて） 

（ｶ） 受託者の事業所名、住所、連絡先及び受付時間 

 

 イ 納期限 

    第１稿の納期限を令和６年６月３日（月）、最終稿の納期限は令和６年６月 25 日（火）

とする。 

 

（2） 献立の作成 

ア １回の配送につき２種類の弁当を用意する。（以降、「Ａ弁当」「Ｂ弁当」という。） 

  ※２種類を提供する目的は、児童による弁当殻（弁当容器及び食べ残しをいう。）の

自宅持ち帰りを実施するにあたり、おかずを含めた総量が異なる２種類の弁当を用

意することで、小食の児童を含め全児童の食べ残しをできうる限り防ぐためである。

以下、この目的を前提として献立を作成すること。 

イ 献立 

児童が残食を自宅へ持ち帰る場合を想定し、汁気が少なく腐敗が進みにくいものと

し、できるだけ栄養バランスと児童の嗜好を考えあわせたものとなるよう努めること。 

（ｱ） Ａ弁当（別紙２「弁当一例」参照） 

主食、主菜１品以上及び副菜２品以上で構成し、１食当たりのライス量は 150ｇ

程度とする。実施期間中、同じ献立を繰り返さないこと。 

（ｲ） Ｂ弁当（別紙２「弁当一例」参照） 

    次のいずれかとする。なお、小食の児童が食べやすい量とすること。実施期間中、

同じ献立は２回までとする。 

① 単品もの（例：オムライス、ナポリタンなど） 

② おにぎり弁当又はパン弁当（おにぎり又はパンに、１口サイズのおかずを３～

４種類添えたもの） 

  

ウ エネルギー量 

（ｱ） Ａ弁当 

530kcal±10％程度を目安とする。 

（ｲ） Ｂ弁当 

400kcal±10％程度を目安とする。超える場合は事前に市と協議をすること。 

エ 温めずに配送された状態でそのまま児童へ提供するため、一般的に常温又は冷えた

状態で喫食可能なものであること。 

オ 食品衛生法により表示が義務付けられている「特定原材料」８品目及び表示が推奨

されている「特定原材料に準ずるもの」20 品目を申込案内等に表示すること。 



カ 献立は、令和６年４月 30 日（火）までに市へ案を提示し、市と協議の上、令和６年

５月 20 日（月）までに最終決定する。 

   

（3） 受付及びキャンセル対応 

ア 受託者は、昼食の申込（変更及びキャンセルを含む。）を、原則としてウェブサイト

にて受け付けること。 

イ 申込は申込者情報の事前登録制とし、弁当注文の際には、児童会館等名、保護者名、

児童名の入力を不要とすること。 

ウ 申込案内及びウェブサイトに電話受付の問い合わせ先（事業所名、住所、連絡先及

び受付時間）を明記し、誠実に対応すること。 

エ 受託者は、昼食提供日の 10 日前までに注文の受付を開始すること。 

オ 昼食の代金は、受託者において保護者から徴収すること。また、代金の滞納等につ

いても受託者において対応すること。 

カ 昼食代金の支払い方法はクレジットカード決済を必須とし、その他、電子マネー決

済又は口座振替等、保護者の利便性を考慮した方法を用いるよう努めること。いずれ

の場合も、手数料については受託者負担にて徴収すること。なお、児童クラブにて集

金等は行わない。 

キ 注文の受付締切は配食日の４日前 15：00 とし、弁当代金徴収の取扱いは次のとお

りとする。 

事由 状況 弁当代金の徴収 

キャンセル 注文受付締切前に連絡を受けた場合 徴収なし※ 

キャンセル 注文受付締切以降に連絡を受けた場合 徴収あり 

配食 弁当を配食した場合 徴収あり 

  ※キャンセル前に弁当代金を徴収した場合は、適切に保護者へ払い戻すこと。 

ク 保護者が注文したことを失念して自宅からお弁当を持たせてしまうことがないよ

う工夫すること。 

ケ 申込ウェブサイトの構築は令和６年５月 30 日（木）までに終わらせ、市が閲覧確

認できる状態とすること。 

コ 市、指定管理者及び各児童クラブにおいて、配送日２日前の 15 時までに、児童会

館等毎に、注文者情報一覧（児童名、注文した弁当の内容、児童会館等名）を確認で

きる仕組みを構築すること。なお、注文者情報一覧の形式については、市と協議の上

定めること。 

 

（4） 昼食の製造・配送 

  ア 受託者は、原材料の調達、昼食の製造、配送等にあたっては、食中毒事故防止のた

めの衛生管理を適切に行うこと。 

イ 受託者は、業務を実施するにあたり、常に食品衛生法その他関係法令に定める衛生 

基準を遵守するとともに、監督官庁の指示に従うこと。 



  ウ 弁当殻を児童が自宅へ持ち帰るため、容器については次のとおりとし、弁当容器の

サイズにあった持ち帰り用袋（持ち手のあるポリエチレン袋）を用意すること。 

   (ｱ)  Ａ弁当 

     容器サイズ：外寸 15 ㎝✕20 ㎝程度以下 

     形状：本体と蓋に仕切りがあり横ずれを軽減できるもの。蓋は内嵌合とする（別

紙２「弁当一例」参照）。 

  （ｲ） Ｂ弁当 

     容器サイズ及び形状等については、事前に市と相談すること。 

  エ 箸は児童が持参することを原則とするが、持参し忘れた児童用として、初回配送時

に一定数の割り箸を各児童クラブへ配布すること。配布数は初回注文数の５割程度

（ただし、初回注文数が 10 未満の場合は５膳とする。）とし、実施期間中に不足が生

じる見込みとなった場合は、市が指定する数量を指定する児童クラブへ次回配送時に

追加配送すること。 

  オ 別紙１「配送先施設一覧」の放課後児童クラブに、概ね午前９時 30 分から午前 11

時 45 分までに配送すること。 

  カ 事前に相当の悪天候予報があった場合は、配送開始時間を前倒しする、配送台数を

増やす等配送計画を見直し、前日の 16 時までに市へ対応案を報告すること。 

  キ 弁当は、保冷ボックスにより梱包して配送する。なお、配送完了後、室温保存（同

ボックス内での保管）においても 14 時 30 分まで安全に喫食できること。 

  ク 受け渡し場所 

（ｱ） 児童会館 

児童会館の玄関にて受け渡しを行う。 

（ｲ） ミニ児童会館 

小学校内部のミニ児童会館入口にて受け渡しを行う。台車の使用は可能であるが、

一部のミニ児童会館においては階段を利用する必要がある。 

 

11 事故等への対応 

（1） 受託者は、事故等が発生した場合の連絡体制を整備し、夏季休業期間開始２週間前ま

でに市へ届け出ること。 

（2） 指定する時間までに昼食が届かない見込みとなった際は、児童会館等が代替弁当を手

配し、受託者は受領済の弁当代金を保護者へ返金する。受託者の責によるものであった

ときは、受託者が代替弁当の購入実費分を負担すること。 

（3） 受託者は、事故等の発生が確認されたときは、直ちに市へ連絡し速やかに対処するこ

と。また、後に書面により、事故の内容、対処結果、事故発生原因及び再発防止策等を

市へ報告すること。 

（4） 食中毒等の万一の事故に備え、賠償責任保険に加入すること。 

 

 



12 関係帳票の整備等 

  次の資料については、５年度間保存すること。 

（1） 弁当代金徴収に関するもの（請求額、請求額の根拠となるもの、徴収事実が確認でき

るもの） 

（2） 上記 11（3）の報告書の写し 

 

13 特記事項 

（1） 受託者は、常に市と連携を図り業務を遂行すること。 

（2） 受託者は、本業務により知りえた情報を外部に漏えいしないこと。 

（3） 受託者は、本業務を処理するに当たって個人情報を取り扱う際には、別記「個人情報

の取扱いに関する特記事項」を守らなければならない。 

（4） 本業務の全部を第三者へ委託（以下「再委託」という。）してはならない。ただし、

業務遂行上、本業務の総括業務以外の業務を再委託する必要がある場合は、契約前に、

再委託に係る申出書及びその他市が求める書類を市へ提出の上、市の許可を得ること。 

（5） 市は、配送中の事故その他受託者の過失によって生じた損害について、一切責任を負

わない。 

（6） 受託者は、本業務の今後の拡充に向け、可能な範囲で事業の実施方法等の検証に協力

すること。 

（7） 本仕様書に明示されていない事項又は記載内容に疑義が生じた場合は、委託者と協議

の上、その指示に従うものとする。 

 

14 担当課 

  札幌市子ども未来局子ども育成部子ども企画課 

  札幌市中央区南１条東１丁目大通バスセンタービル１号館３階 

  電話：011-211-2989  担当：橋本・佐藤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


